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序
この報告書は国府地区農業集落基盤整備事業（ほ場整備事業）に伴

う事前調査として平成5年度、6年度に倉吉市不大岡において実施

した埋蔵文化財の発掘調査の記録であります。

不大岡遺跡群では、不入同遺跡（A・B・C地区）、沢べリ遺跡（D

地区）、ともに注目される大きな成果を挙げました。

不大岡遺跡では奈良時代から平安時代にかけての整然と並ぶ全国

的にみても初めての発見例の大型掘立柱建物群を検出しました。こ

の大型掘立柱建物群の機能については研究者の間でも現在、意見が

分かれており、学術的にも極めて重要なものとして注目を集めてい

ます。

また、沢べリ遺跡では古墳時代後期の古墳群を検出しました。この

古墳群では帆立貝式古墳が集中して存在し、古墳の周溝から鹿の子

模様の衣装をまとった人物埴輪の全身像が出土しました。不大岡遺

跡群ではその他にも縄文時代から中・近世に至る幅広い時代の遺構

を検出し、この地域の人々の古来からの営みを感じ取ることのでき

る重要な遺跡です。

なお、大型掘立柱建物群については工事の予定を変更し、現状で埋

め戻しを行った上でほ場整備を行い、遺跡を保存することになって

います。これもひとえに地権者の方々の多大なるご理解の賜物と感

謝しています。発掘調査は平成7年度まで継続する予定であり、本概

報は整理途中での経過報告です。満足すべきものではありませんが、

関係者のご利用に供すれば幸甚に存じます。

最後に、地元不大岡地区の方々、地権者の方々をはじめ、調査にご

協力いただいた関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成7年3月

倉吉市教育委員会

教育長　小　川　幸　人

㊨鳥鵬等瞞柑館

く10＞0050052711
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例 口

1．本概報は、平成5年度・6年度に倉吉市教育委員会が、国府地区農業集落基盤整備事業（ほ場整備事業）に伴い、倉吉市不大岡

で実施した発掘調査の記録である。

2．発掘調査団は次のような組織・編成である。

団　　長　小川　幸人（倉吉市教育委員会教育長）

調査委員　名越　　勉（倉吉市文化財保護審議会会長）

手嶋　義之（倉吉市文化財保護審議会委員）

調査員　根鈴　輝雄（倉吉博物館学芸員）

森下　哲哉（文化財係主任）

竹富亜也子（文化財係主事）

加藤　誠司（鳥取県教育委員会派遣調査員

竹中　孝浩（鳥取県教育委員会派遣調査員）

調査補助員　山根　雅美

事務局　藤井　規昭（教育次長　5年度）

由井洋之助（文化課課長　5年）

中原　拓憲（文化課課長補佐　6年度）

高山　りさ（文化財係主事）

眞田　廣幸（文化課文化財係係長）

根鈴智津子（文化財係主事）

岡本　智則（文化財係主事　6年度）

5年度・文化財係主事　6年度）

高取　英雄（鳥取県教育委員会派遣調査員）

福井　輝雄（教育次長　6年度）

生田　淳美（文化課課長　6年）

猪口　洋志（文化財係主事）

山崎　朋子（臨時職員）

内務整理　泉　美智子・松田　恵子・世浪由美子・妻藤　君江・松嶋あつ子・青戸　千秋・谷崎　恵子・竹歳　暁子

児玉美佐子

調査指導　文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官　松村　恵司

奈良国立文化財研究所研究指導部集落遺跡研究室長　山中　敏史

鳥取県教育委員会文化課文化財係文化財主事　松田　潔

鳥取県埋蔵文化財センター調査指導係文化財主事　長岡　充展

3．現場での調査は、平成5年度は眞田・竹富・竹中、6年度は竹富・竹中・岡本が主として行い、他の調査員が補佐した。また、

立正大学学生宮川紳・奈良大学学生岡平拓也の援助を受けた。遺構の写真撮影は各調査員が担当した。

4．遺構の実測・図面整理、遺物写真撮影は竹富・竹中・岡本・山根が行った。遺物実測は森下・根鈴智・竹富・加藤・高取が行った。

5．遺構測量のための基準杭設置をA・B・C地区は西谷技術コンサルタント株式会社、D地区は株式会社ウエスコ倉吉事務所に委

託した。遺構測量はB地区を西谷技術コンサルタント株式会社、D地区の一部を株式会社ウエスコ倉吉事務所に委託した。

6．本書の執筆は、調査員が討議し分担して行った。文責については文末に記した。編集は松田が担当した。

7．第1図（地形図）は、建設省国土地理院発行の1：50，000地形図「倉吉」「大山」の一部を複製・加筆したものである。第2図

は、平成元年修正測量の1：2，500国土基本図　倉吉市平面図を使用した。

8．挿図中の方位は、特に注記を行わない限り国土座標第Ⅴ座標系の北をさす。

9．本文中における遺構略号は次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

SA：柵列　　SB：掘立柱建物　SD：溝・堀　　SI：竪穴式住居祉　SK：土壌　SX：埋葬施設　　　一

10．調査にあたって、大型掘立柱建物群については多くの方々にご指導ご教示をいただいた。また、出土した人骨については鳥取大

学医学部法医学教室　井上晃孝助教授に鑑定していただいた。記して感謝の意を表する。

11．遺物に付した記号・番号は、本文・挿図・図版で統一している。

12．調査によって得られた資料は、倉吉博物館に保管している。
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I　発掘調査に至る経過

平成4年度、国府地区農業集落基盤整備事業（ほ場整備事業）の計画が示され、倉吉市農村整備課から

倉吉市教育委員会に埋蔵文化財の有無についての確認がなされた。不大岡地区では昭和50年に宅地造成

に伴って沢べリ遺跡の発掘調査を行っており、弥生時代から古墳時代にかけての住居址と古墳を検出し

ている。事業対象地区はこの沢べリ遺跡に近接した部分も含む不入同地区北側の畑地全体に及んでいた。

このことから、今回の工事予定地内には当初より埋蔵文化財の存在が十分予想された。
′

そのため、倉吉市教育委員会は、まず平成4年11月から1工区を対象にトレンチによる試掘調査を行っ

た。その結果、多くのトレンチで柱穴や溝状遺構、住居址を検出し、以前から知られていた堀、古墳状の

高まりなどを確認した。このことから工事予定地内には遺跡が存在することが明らかになった。

そこで、倉吉市農村整備課と協議を重ね、止むを得ず工事によって削平される部分について発掘調査を

行うこととなった。1工区分を西からA・B・C地区に分け、平成5年度はA地区4，600m2、B地区11，500

が、C地区5，900mzの一部を、平成6年度にはC地区の残りを発掘調査した。

発掘調査の結果、B地区では奈良時代から平安時代にかけての大型掘立柱建物群が発見された。この遺

構については保存の必要のある貴重なものとして現状保存の方向で鳥取県農林水産部、倉吉市産業部農
－．

村整備課、不大岡共同施工、鳥取県教育委員会と協議を重ねた結果、当初削平する予定であったB地区の

うち、大型掘立柱建物群のある8，900m2については盛土工法に変更することとし、削平せずに耕作土を

盛ったうえで工事を行うこととなった。

そして平成5年11月には2工区を対象に試掘調査を行い、弥生時代の竪穴式住居址、古墳の周溝、箱式

石棺墓等を検出した。また、遺物も弥生土器から中・近世陶磁器に至る幅広い時代のものが出土した。こ

のことから2工区についても工事対象地区全体にわたって遺跡の存在することが確認され、止むを得ず

削平される部分について発掘調査を行うこととなった。この2工区分（D地区）のうち15，500m戸について

は平成6年度に発掘調査を行った。平成7年度には残り500m2について発掘調査を行う予定である。

発掘調査は、倉吉市教育委員会が主体となり、鳥取県教育委員会から調査員の派遣を受けて行った。A

地区・B地区・C地区の一部については平成5年7月12日～平成6年3月10日に調査を行い、C地区の残

りについては平成6年4月18日～平成6年7月8日に行った。D地区は平成6年7月12日～平成7年3

月10日に調査を行った。
ふにおか　　　　　　　　　　　　　　　ふにおか　　　　　　　　さわ

なお、遺跡名は調査地区全体を不大岡遺跡群とし、A・B・C地区を不入同遺跡、D地区を沢べリ遺跡

2次調査とした。

II　位置と歴史的環境

（竹富）

不大岡遺跡群は倉吉市街地より2．5km北西に離れた倉吉市不大岡に位置する。四王寺山（標高171．6m）

の位置する倉吉市西郊には、大山の火山活動によって形成された火山灰台地の久米ヶ原丘陵が穏やかな

起伏をもって連なり、東側に小鴨川の支流国府川が形成した狭い沖積平野が広がる。

その久米ヶ原丘陵の東端の南西から北東にかけて延びる標高20－24m、水田との比高差約5mのなだ

らかな丘陵の尾根上に遺跡は広がる。北には四王寺山を望み、南に小鴨川の支流である国府川が東流して

いる。

ー1－



不大岡遺跡群のある倉吉市西郊は、倉吉市のなかでも遺跡が集中している地域である。弥生時代の遺跡

は中期以降、久米ヶ原丘陵及び向山丘陵の西側に展開する丘陵上に多く営まれる。沢べリ遺跡の住居祉群

は弥生時代後期であるが、弥生時代後期の集落としては遠藤谷峯遺跡（23）・白市遺跡（24）・中峯遺跡（27）

など多数が確認されている。

倉吉平野を中心とした古墳の状況は、前期古墳は東郷池周辺及び小鴨川の支流国府川の左岸に多く分

布し、後期になると向山丘陵、四王寺山周辺、大平山山麓などに直径10m前後の小円墳からなる古墳群が

多く分布する。後期古墳をみると、高鼻2号墳（9・全長26m）・大塚山古墳（5・全長52m）といった

前方後円墳が知られる。小林古墳群（63）・イザ原古墳群（65）は沢べリ遺跡と谷を挟んで四王寺山麓に

位置しており、これらは古墳時代後期の円墳群として沢べリ遺跡との関連が重視される。また、帆立貝式

古墳としては芸才寺1号墳（123・全長24m）・野口1号墳（全長24．3m）・家ノ上1号墳（全長33m）・下

種8号墳（全長31m）・上種西14号墳（全長36m）がある。沢べリ遺跡から出土した人物埴輪と同様の人

物埴輪を出土した土下古墳群は、沢べリ遺跡から3．5km北東に位置し、約270基の小円墳群からなる。土下

211号墳（円墳・直径16．5m）では鹿埴輪（国指定重要美術品）、鹿の子模様の衣装をまとった人物埴輪が

出土している。

奈良時代になると久米ケ原丘陵上には、伯者国庁跡（53・国指定史跡）・伯蓄国分寺跡（54・国指定跡）・

伯蓄国分尼寺跡と考えられる法華寺畑遺跡（55・伯蓄国庁跡に付して国指定史跡）が近接して存在してお

り、伯者国の政治・文化の中心地となる。不入同遺跡はその同一丘陵の東端に位置しており、伯蓄国庁跡

から北東に1．5kmと近接した位置にある。伯蓄国庁跡は発掘調査によって規模、内郭の建物の配置などが

明らかになっており、全国の国庁研究の中で重要な位置を占めている。四王寺山には貞観9（867）年に

建立された四王寺跡（67）がある。

また、B地区とC地区の間には、不大岡の石仏（県指定保護文化財）がある。高さ1．02mの蓮弁形の石

の上に阿弥陀如来像、その下に如来を拝んでいるような形の僧の姿が彫られている。像には「永和元年

…」の銘があり、年代（1375年）の確かな古い石仏である。また、近隣の中世墳墓としては打塚遺跡（58）

が発掘調査されている。

1　西穂波古墳群

2　西穂波16号墳

3　瀬戸古墳群

4　島遺跡群

5　大塚山古墳

6　清水谷尻1号墳

7　清水谷古墳群

8　頭根後谷遺跡

9　高鼻2号墳

10　二タ子塚遺跡

11郊家平古墳群

12　東鳥ヶ尾古墳

13　大仙峯遺跡

14　大山遺跡

15　イキス遺跡

16　取木遺跡

17　一反半田遺跡

18　コザンコウ遺跡

19　道祖神峰遺跡

20　昭和開拓遺跡

21大道谷遺跡

22　大沢前遺跡．

23　遠藤谷峯遺跡

24　白市遺跡

25　古墳群

33　奥田遺跡

34　箕ヶ平遺跡

35　後中尾遺跡

36　後口谷遺跡

37　福本家ノ上古墓

38　上野遺跡

39　砦跡

40　津田峰遺跡

41後口野1号墳

49　今倉城跡

50　島掛遺跡

51今倉遺跡

52　北ノ城跡

53　伯蓄国庁跡

54　伯蓄国分寺跡

55　伯蓄国分尼寺跡

56　宮ノ下遺跡

57　古神宮古墓

26　大谷後口谷墳丘墓群42　八ッ塚古墳群　　　58　打塚遺跡

27　中峯遺跡

28　福田寺遺跡

29　岩屋遺跡

30　矢戸遺跡

31阿弥大寺墳丘墓群

32　下小垣遺跡

43　野畑古墳群

44　大宮古墳

45　東鴨遺跡

46　山際古墳群

47　大畑遺跡

48　市場城跡
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59　榔塚遺跡

60　国分寺古墳

61中尾遺跡

62　大谷古墳群

63　小林古墳群

64　沢べリ遺跡

65　イザ原古墳群

66　大谷大将塚古墳

67　四王寺跡

68　三度舞墳丘墓

69　屋喜山9号墳

70　屋喜山古墳群

71柴栗古墳群

72　上神大将塚古墳

73　西前遺跡

74　上神猫山遺跡

75　東狭間古墳

76　トドロケ遺跡

77　上神古墳群

78　上神45号墳

79　上神44号墳

80　上神48号墳

（竹宮）



81上神51号填

82　上神119号墳

83　クズマ遺跡

84　桜木遺跡

85　谷畑遺跡

86　西山遺跡

87　曲古墳群－

88　堤屋敷遺跡

89　八幡神社経塚

第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図

90　北尾遺跡

91北尾古墳群

92　天王山遺跡

93　島遺跡

94　島古墳群

95　土下129号墳

96　船渡遺跡

97　米里銅鐸出土地

98　米里第1遺跡

99　米里第2遺跡

100　土下古墳群

101小田銅鐸出土地

102　向山古墳群樋口支群

103　向山古墳群宮ノ峰支群

104　向山古墳群堤谷支群

105　向山6号墳

106　三明寺大将塚古墳

107　長谷遺跡
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108　向山309号墳

109　上養水遺跡

110　養水古墳群

111田内城跡

112　三明寺古墳

113　向山古墳群

114　平ル林遺跡

115　山名氏館跡推定地

116　大御堂廃寺

（【ニ50000）

117　枚ヶ坪遺跡

118　弥平林1号墳

119　梅田遺跡

120　打吹城跡

121四十二九城跡

122　高畔古墳群

123　芸才寺1号墳

124　赤岩山砦跡



III　調査の概要

1．不入同遺跡

（1）A地区

A地区は、東西に延びる遺跡群の中でも最も西に位置する。調査を行ったのは丘陵の北斜面になる。調

査の結果、A地区で検出した遺構は、竪穴式住居址2棟、掘立柱建物8棟、埋葬施設3基、溝2条であ

った。

第2図　不入同遺跡・沢べリ遺跡調査区位置図

－4－



♭S101（北東より）

竪穴式住居址2棟は調査区の北東端に

隣接して位置していた。

SIOlの平面形は北西から南東にかけ

て長い長方形で、長軸5．9m・短軸5．0m、

床面積29．5m2を測る。住居内の北側は浅

いテラス状になっていた。遺構検出面か

ら床面までの深さは浅く、東隅で10cm、西

隅で5cmである。柱穴は南東辺側の短軸

に2本確認された。住居のほぼ中央は浅

く掘りくぼめられており（1．0×0．6m）、

焼土面を確認している。

♭S H〕2（北東より）

SI02はSIOlの北側9mに位置する。

平面形はSIOlと同じく北西から南東に

かけて長い長方形で、長軸5．8m・短軸4．3

m、床面積24．9m2を測る。やはり遺構検出

面から床面までの深さは浅く、東隅で5

mである。柱穴は検出されていない。住居

のほぼ中央では焼土面（2．9×1．2m）を確

認しており、南隅には貯蔵穴（底面0．9×

1．1m）が作られていた。

SIOlとSI02の出土遺物は、土師器

堺・聾・髄、須恵器杯蓋・坪身・嚢があ

る。住居址の年代はこれらの遺物からい

ずれも7世紀後葉と考えられる。

♭不入岡遺跡A地区

（全景空中写真　南西より）
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q掘立柱建物（手前よりSB63・62・61両より）

掘立柱建物は2棟の住居址の周辺を中

心に検出しており、これに伴うものであ

ると考えられる。建物配置に規則性は認

められない。掘立柱建物は梁行1～2間

で、1．6－2．8m、桁行2－4間で2．0－3．7

mの規模である。S B63は総柱建物で

あった。柱穴の掘り方は多くが円形で、S

B61・62は方形であった。柱穴の大きさは

20～80cm、遺構検出面からの深さは

10～40cmある。

出土遺物は土師器、須恵器の細片があ

る。

q埋葬施設（上：SXOl須恵器出土状況　南よ

り，下：SXOl完掘状況　西より）

SXOlは調査区の西端で確認された。

著しく削平されており、耕作土を除去す

る際に板状の石材が多く散乱していたこ

とから本来は石棺墓であったと考えられ

る。周囲には径5．8mの半円形の溝が掘ら

れており、これはSXOlに伴う周溝であ

ると考えられる。

その周溝の中心からは須恵器堵蓋・喀

身が供献された状態で出土しており、こ

の位置に埋葬があったと考えられる。ま

た、周辺では土師器聾が出土しており、こ

れらの出土遺物からSXOlは住居址とほ

ぼ同時期の7世紀後葉のものと考えるこ

とができる。

また、土墳墓2基（SXO2・03）を調査

区南西斜面で検出した。これらは東西に

近接している。SX02は不整形な方形の

もので、長さ1．6m・幅0．7mを測る。SX

03は隅丸方形を呈し、長さ1．6m・幅0．7m

ある。出土遺物はSX02で鉄片、SX03で

陶器片が出土している。

（竹富）
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第3図　不大岡通跡A地区全体図



（2）B地区

B地区はA地区の東側に隣接しており、さらにその東側にはC地区が隣接する同一尾根上に位置する。

不大岡遺跡群の中でも最も標高が高く、最高位で標高24mを測る。調査は尾根筋の両斜面について行っ

た。丘陵項部はなだらかであるが、丘陵裾部に至ると急斜面で低くなる地形である。

調査の結果、B地区で検出した遺構は掘立柱建物50棟、溝23条、柵（塀）4列、竪穴式住居祉1棟、中

世墳墓2基、埋葬施設3基、土壌7基であった。

掘立柱建物群

B地区では掘立柱建物を50棟検出している。これらは遺構の主軸方向・切り合い関係から大きくA群・

B群の2群に分けられる。A群（S B16・30・39・40）はS B40が最小の建物で梁行2間（5m）・桁行

3間（5．9m）あり、最大でS B30梁行5間（10．7m）・桁行5間（10．9m）の総柱建物である。これらは

区画施設を伴わず、その主軸方向は南北から40－600　振っており、7世紀代のものと考えられる。B群は

区画する溝や柵（塀）を伴い、奈良時代から平安時代のものである。B群の建物群は遺構の主卓由方向・切

り合い関係から大きく二時期に分けられる。なお、今回検出した掘立柱建物はいずれも数回の建替が認め

られる。各時期を示す良好な遺物は出土していないが、今回は、B群の2時期をI期（8－世紀前半）・II

期（8世紀後半～9世紀）として、その変遷の概略を報告する。

〔I期〕　東西30m・南北120mの柵（塀）（SAO1－04）で囲まれた区画内に掘立柱建物が配置されてお

り、南北棟1棟と東西棟2、3棟からなる4群が認められる。その東には区画溝のSDO3・04で囲まれた

一画があり、内側には鐘状に配列された長大な建物で南北棟のS B45、東西棟のS B46がある。また、柵

（塀）・溝で区画された敷地の北側にも4棟の建物が2棟ずつまとまって存在する（S B35・36，C地区

S B51・52）。このうちS B36・51・52は南北棟で、S B35は東西棟である。

00
寸

l

）－

第4図　大型掘立柱建物群変遷模式図

0　　　　　　　　　40m

l i　　　　－：j（i：2000）
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第5図　SB25・27・28平面図
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〔II期〕　I期の柵（塀）に代わって西側と北側に区画溝

（SDOl・02）が掘られ、東西約51m・南北105m以上の敷

地が設けられる。区画溝に囲まれた敷地には10棟の長大な

東西棟の掘立柱建物群を発見した（S BOl・02・05・08・10・

13・18・21・25・27）。これらは梁行6m・桁行24m前後の

規模でほぼ大きさが揃う。建物は東妻の柱筋を揃えてほぼ
l

等間隔に並列された規則的な配置をとっており、その間隔

は4．6mと狭い。これらの大型建物群のなかには北側柱列と

南側柱列とで柱間が違うものもあり、柱大間距離もばらつ

きが大きい。柱筋は必ずしも直線状に配置されておらず、こ

れらの大型掘立柱建物は規模の割には簡易な建物であった

と考えられる。また、建替の際には柱穴を当初の内側に配し

て、規模を縮小している（SB14・19・22・28）。東側のS

DO3・04で囲まれた一画には、I期の建物に代わって掘立柱

建物5棟（S B42・44・47・48・49）を発見した。そのう

ち、2棟（S B44・47）は南北棟の総柱建物であり、西側の

柱筋を揃えて直列する規則正しい建物配列となっている。

今回の発掘調査で検出した遺構のうち特に注目されるの

はII期の大型掘立柱建物群で、これは全国的にも例のない

遺構である。この機能については意見の別れるところであ

り、考えられるものとしては「馬房」・「物資収納管理施

設」・「宿舎」・「工房」などが挙げられるが、当遺跡の立地

条件、過去の調査例から考えると物資収納管理施設、つまり

伯者国の管轄下にあった調・膚等の物資の集積地であった

可能性が最も高いと考えられる。詳細については今後、検討

を行って明らかにしていきたい。

－11－

第6図　SB44平面図
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▽S B34（東より）

I期の柵（塀）に区画された建物のうち最も北に

位置する東西棟の建物。梁行2間（4．6m）・桁行3

－4間（8．0m）である。建替は3回認められ、当

初、桁行3間であったものが、建替の際に4間に変

わっている。柱穴は少しずつずらしながら掘られ

ており、柱穴による埋土の違いが観察できる。

q S B24（東より）

I期の掘立柱建物。北から2群目の

北側の東西棟の建物である。梁行2間

（4．0m）・桁行3間（5．9m）であり、

1回の建替が認められる。建替の際、柱

犬は一辺50cmの方形から径50cmの円形

へ変わる。建物の周囲にはピットが巡

り、槻（塀）があったと考えられる。

ピットは直径10cm・深さ10cmの円形の

掘り方を有する。柵（塀）が巡らされて

いたことからこの建物は特に中心的な

存在の建物であったと考えられる。

▽S B27・28（東より）

II期の大型掘立柱建物のうち、最も北に位置す

る。梁行3間（6．0m）・桁行10間（23．8m）である

が、柱間は等間ではない。柱穴掘り方は60－100cm

で方形や円形を呈し、統一性がない。遺構検出面か

らの深さは30cm程度である。2回の建替が認めら

れ、2回目には規模を約半分に縮小しており（SB

28）、梁行2間（6．0m）・桁行4間（10．5m）となっ

ている。



♭S DO3・04（北より）

I期・II期において東側の建物群を区

画する溝である。幅4m・深さ1．4mを測

る。掘り方は逆台形を呈し、床面は平坦で

ある。周囲には通路、土塁のような施設は

見られなかった。S D03は北端より95m

南まで、SD04は西端より28m東まで検

出している。

♭S B45・46（北より）

I期の鐘状に配された長大な掘立柱建

物。いずれも全形は検出できていない。S

B45は南北棟で梁行2間（3．9m）・桁行

13間以上（41．2m以上）ある。S B46は東

西棟で梁行2間（3．9m）・桁行4間以上

（11．0m以上）である。柱穴の掘り方はい

ずれも方形で一辺140cmと大型であり、遺

構検出面からの深さも100cm前後と深く

掘られている。柱痕跡の分かっている柱

穴もあり、直径30cm程度の丸材の痕跡を

検出した。

♭S B44（北より）

II期の総柱建物。今回検出した2棟の

うち南側の1棟である。南北棟で梁行3

間（9．0m）・桁行7間（18．2m）、床面積

は163．8m2ある。柱犬は最初一辺150cmの

方形に掘るが、建替の際に直径80cmの円

形に変えて南にずらして建てている。こ

こでは柱痕跡を明瞭に検出しており、直

径60cmの丸材を使用していたことが分

かっており、総柱建物にのみ特に大型の

柱材を使用している。

－13－
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q S B47（西より）

II期の総柱建物でS B44の北側12m

に西側柱筋を揃えて位置する。梁行4

間（8．1m）・桁行5間（14．0m）、床面

積は113．4m2ある。建替はわずかずつ軸

をずらして4回と頻繁に行っている。

遺構検出面からの柱穴の深さは20～30

cm程度と比較的浅い。

〔出土遺物〕　遺物の出土量は少ない。

遺跡の保存を前提として柱穴の掘り下

げを一部に限ったこともあり、その多

くが区画溝の埋土中から出土した土器

類である。出土遺物は土師器杯・皿が多

く出土し、須恵器坪・堀などが中心であ

るが、転用硯・円面硯もある。これらは

伯者国庁編年第1段階から第3段階の

ものである。また、大型容器の蓋と考え

られる平面形が長方形の特異な土師器

8も出土している。墨書土器では土師

器堺が溝から出土しており、文字の判

読できるものとしては「膠」と書かれた

土師器坪片14がある。さらにC地区の

表土中から「三宅」と墨書された土師器

皿25がほぼ完形で出土している。



13　　　　　　　I4　　　　　　15

△墨書土器

（中央の土器片は「□勝□」と読める　1：2）

モ÷千二三二‘
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△円面硯（1：2）

ノ

第7図　不入同遺跡出土遺物図
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B地区

SDOl　1－7

SDO2　8

SDO3　9～12・16

SDO417・18

遺構外　20

C地区

遺構外　25

臣ヨ赤色顔料

圏油煙

0 10cm



△SIO3（遺物出土状況　東より）

▽SIO3（完掘　東より）

竪穴式住居：址

B地区では竪穴式住居1棟（SIO3）

を検出した。これは調査区の南西端、南

側斜面に位置する。今回の調査では1

棟のみ検出したが、調査区のさらに南

側に集落の広がる可能性がある。住居

の平面形は方形を呈し、床面の規模は

南北3．7m・東西4．0mを測り、床面積は

14．8Iがある。壁高は北西隅で20cmを測

る。主柱穴は2本で住居中央に設けら

れる。住居北西隅、南辺中央には土壌が

あり、炭化材が出土した。住居内には炭

化した木材が倒れており、この住居址

は火災によって焼失したものと思われ

る。

住居址の南東では竃を検出した。こ

れは地山の土を左右に土手状に盛って

作ったもので、15cmの高さまで確認し

ている。焚口は幅が20cmあり、左袖には

板状の石材（30cmX15cm）が立て掛けら

れていた。石材には煤が付着しており、

火を受けた痕跡があった。竃本体は幅

30cmあり、奥壁は住居址の壁を利用し、

85cmの奥行があった。竃は幅15cmの煙

道を住居南東隅まで延ばし、煙を戸外

に出すようにしていた。竃内部には灰

混り土・焼土が詰まっており、土師器髄

2い聾が据えられた状態で出土してい

た。出土遺物は他に土師器高塚・壷・小

型丸底壷が出土しており、出土した土器から5世紀後半のものと思われる。山陰地方では竃の検出例は少

なく、出土した長胴形の土師器聾22も在地系の土器とは異質なもので注目される。

（竹宮）
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第8図　SIO3平面図

ー17－



転　　中世墓

B地区からは中世墳墓2基、火葬墓1

基、土壌墓2基が検出された。

qI号墳墓（東より）

墳丘の平面形は長方形で、規模は長軸

11．2m・短軸7．9mを測る。盛り土は削平

されており遺存しなかった。周溝は全周

し、幅0．8～1．0m・深さ0．2～0．3mを測

る。遺物は出土しなかった。

ー18－

42号墳墓（東より）

墳丘の平面形は長方形で、規模は長軸

11．4m・短軸7．1mを測る。盛り土は削平

されており遺存しなかった。周溝は墳丘

を全周し、幅1．0－1．5m・深さ0．4－0．5m

を測る。墳丘の中央からやや東よりの位

置で南北で延びる溝を検出した。これは

以前の周溝で、墳丘が東方向に拡張され

たものと思われる。拡張前の墳形は方形

で、規模は長軸7．2m・短軸7．0mであっ

た。周溝からは五輪塔の部材が転落した

状態で2点出土している。

q2号墳墓埋葬施設（北より）

周溝の北西部から埋葬施設1基が検出

された。平面形は隅丸方形で、規模は長軸

125cm・短軸69cm、深さ27cmを測る。北西

部上層より漆器堀が出土している。

（竹中）
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（3）C地区

C地区は不入同遺跡の中では北東端に位置し、B地区の東側に隣接する。調査区の南東には不入同地区

の集落が広がり、その北には地区の共同墓地がある。調査は丘陵の項部から北斜面にかけて行った。

調査の結果、C地区で検出した遺構は掘立柱建物12棟、柵（塀）4列、古墳3基、中世墳墓11基、その

他の埋葬施設131基、竪穴式住居祉2棟、大型の堀を含む溝5条、落し穴2基を含む土壌12基であった。

掘立柱建物

C地区では掘立柱建物を12棟検出している。そのうちS B51－58の8棟はB地区に近接した調査区南

端に位置しており、S B68～71の4棟は調査区北側にあった。二者は125mの距離をもって離れており、

特に関連性はないものと思われる。南側に位置するSB51－58の8棟については主軸を南北、あるいは東

西にとっており、S B51－53・57・58の柱穴は径70－130cm・深さ90cmで、円形から方形の掘り方を有する。

この柱穴の形状はB地区で検出した掘立柱建物群B群の柱穴によく似ており、同時代のものと判断でき

る。また、SA08はこの掘立柱建物群の北限を示していると考えられるものである。

△不入岡遺跡C地区（空中写真　東より）
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苛　q S B52（北より）

梁行2間（4．2m）・桁行3間（6．1m）

の南北棟掘立柱建物。柱穴掘り方は径

130cm・深さ90cmの円形から方形を呈し

ている。B地区掘立柱建物群B群の建

物の柱穴によく似ており、建替も認め

られる。建物の位置からB群I期の掘

立柱建物の一つと考えられる。

・　t－　1　ユ

1

q S B57・58（北より）

S B57は梁行2間（4．2m）・桁行3

間（6．2m）の東西棟掘立柱建物。S B

58は全形は検出できていないが、染行

2間以上（4．2m以上）・桁行3間以上

（5．7m以上）の掘立柱建物である。い

ずれも径70cm・深さ90cmの円形の掘り

方を有する。この2棟とその北のS B

55・56は西側柱筋を揃えて南北に規則

正しく配列されている。

q墨書土器

3号墳墓下部、S B53の7m北側か

ら出土した。表土中からの出土で、直接

遺構から出土したものではない。この

墨書土器25はほぼ完形の高台の付く土

師器台付皿である。口径20cm・器高4cm

を測り、全面に赤色顔料を塗彩する。

伯者国庁第2段階、8世紀末から9世

紀前半のものと考えられる。文字は皿

の裏面に縦書きしてあり、「三宅」と読

むことができる。

（廿宮）



埋葬施設群

C地区からは、弥生時代から近代にかけての数多くの墓が検出された。墓のほとんどは土墳墓だが、副

葬品を伴うものは多くない。また墓境内には比較的酸性度が強い土壌である黒ボクが流入していたため、

遺骨が残存していたものもわずかである。しかし遺構が集中する部分は五輪塔の散布が密な地域で、調査

前から多くの中世墓の存在が予想されたことから、周知の土墳墓に形状が類似しているものはすべて土

壌琴とした。内訳は、古墳3基、箱式石棺墓2基、木棺墓14基、中世墳墓11基、火葬墓7基、土墳墓108

基である。以下、それぞれについての概要を述べる。

古墳3基はいずれも円墳で、遺跡の北西部で集中して検出された。墳丘及び主体部は削平されており遺

存しないが、2号境から4基、3号境から3基の周港内埋葬施設が検出されている。周溝出土遺物から6

世紀代に造られたものと思われる。

箱式石棺墓からの副葬品はないが、2基とも古墳に近接して造られていることから古墳に関連する埋

葬施設の可能性が強いといえる。

木棺墓14基のうち副葬品が出土したものは2基で、SX88からは6世紀末に比定される須恵器杯蓋が

2個、SX90からは7世紀前半に比定される須恵器堵身が1個出土している。このことから、その他の木

棺墓の時期もほぼこの時期に並行すると考えられる。

中世墳墓11基のうち、墳丘が遺存するものは1基（3号墳墓）、周溝と埋葬施設が確認されたものは3

基（4号・9号・13号墳墓）で、残りの7基は周溝のみが確認されたものである。埋葬施設はすべて土墳

墓であるが、土壌に直葬されたと思われるものは2基（4号・13号墳墓）、蔵骨器が哩置されていたもの

は1基（9号墳墓）であった。墳墓の築造時期であるが、3号墳墓の周溝から出土した五輪塔の形態が14

世紀代のものであることから、その他の墳墓もこれと前後する時期と考えられる。ちなみに3号境の南西

約35，メートルの位置にこれとほぼ同形の墳墓と予想される高まりがあり、その墳丘上には、「永和元年…」

の銘をもつ「不大岡の石仏」（県指定保護文化財）が安置されている。永和元年は北朝系年号で1375年に

あたり、このことも築造時期の妥当性を裏付けるひとつの論拠となろう。

火葬墓7基は次の3形態に分類される。①土壌を掘り、そのなかで直接茶毘に付したもの（SX12・30・

129）、②土壌を掘り、底部に石を敷き詰め、そのうえで茶毘に付したもの（SXO8・127）、③土壌を掘り、

底部と側面を平石で囲い、そのなかで茶毘に付したもの（SX123・126）で、いずれも土壌庫或いは石材

に火を受けた痕跡がある。哩土中からは骨片とともに炭化物が出土していることから、火葬後集骨を行わ

ずにそのまま埋葬された墓と思われる。副葬品は出土していないが、SX127の敷石として五輪塔が使用

されていたことから、中世以後に造られた墓といえる。

土墳墓108基のうち副葬品が出土したものは12基ある。このうちSX97・104・105から弥生土器が出土し

ている他は、SX54・56から土師質土器皿が、SX29・32・34・49・51・56から古銭が出土するなど中世

以降の遺物が多い。出土した古銭は、古くは1078年初鋳の「元豊通宝」、1174年初鋳の「淳憮元宝」から、

新しいもので1736年初鋳の「乾隆通宝」、明治7年（1874）鋳造の一銭鋼貨まで多種に及ぶことから、中

世以降長い期間にわたって土墳墓群が形成されていったと考えられる。

規模、形態など個別の遺構についての詳細な資料は本報告書に委ねるが、弥生時代から中近世を経て近

代に至る墓制の変遷を知る好資料が得られたといえる。
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〔古墳〕

ql号墳（南東より）

北部、東部は調査区外のため未調査。

また西部はSD29に切られているため

古墳の南側の一部が検出されたに止ま

るが、残存する部分から墳丘の直径が

15m程度の円墳と推定される。周溝は

幅2．4～3．3m・深さ0．1～0．5mを測る。

埋葬施設は検出されなかったが、周溝

からは円筒埴輪と壷形埴輪の小片が多

量に出土した。

q2号墳（北東より）

西部は調査区外のため未調査だが、

検出された部分から墳丘の直径が11m

程度の円墳と推定される。周溝は幅0．

8－1．1m・深さ約0．1mを測る。周港内

埋葬施設として4基の土墳墓が検出さ

れた。周溝の埋土中からは土師器台付

塙26が出土している。

q2号墳2号埋葬施設（北東より）

2号墳周溝の北東部に位置する。平

面形は長方形で、規模は長軸171cm・短

軸32cm、深さ46cmを測る。遺構の中央

部西側から、脚部のかけた須恵器高塚

27が口緑部を西に向けた状態で出土

した。



♭3号墳（北東より）

北西部は調査区外のため未調査だ

が、検出された部分から墳丘の直径が

13m程度の円墳と推定される。周溝は

幅1．0～1．5m・深さ約0．1mを測る。周

港内埋葬施設は3基の土壌墓が検出さ

れた。2号埋葬施設の供献土器として

須恵器坪蓋30が出土している。また周

溝の埋土中からは土師器聾・高塚29・小

型丸底壷28の他、家形埴輪の破片が出

土している。
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〔石棺墓〕

q S Xl15（墓石出土状況　北より）

1号項の南側約15mに位置する。

q S XI15（石棺完掘状況　北より）

石棺の規模は内法で長さ55cm・東小

口幅19cm・西小口幅16cm、深さは側石上

面より21cmを測る。掘り方は2段に

なっており、上段は隅丸長方形、下段は

長方形である。規模は上段が長軸106

cm・短軸78cm、深さ6cmを測り、下段は

長軸78cm・短軸32cm、深さ20cmを測る。

蓋石は上段の掘り方内に収まる。副葬

品は出土しなかった。

q S X136（石棺完掘状況　東より）

3号境の東側約1．4mに位置する。西

側の側石が遺存していないが、推定さ

れる石棺の規模は、内法で長さ90cm・幅

30cm、深さは側石の上面より20cmを測

る。掘り方は隅丸長方形で、規模は長軸

123cm・短軸70cm、深さ1cmを測る。副

葬品は出土しなかった。



♭S X90（北より）

平面形は隅丸長方形で、規模は長軸

89cm・短軸34cm、深さ23cmを測る。土層

断面に木棺痕跡が確認されたため、南

小口のみに板石を配した木棺墓と思わ

れる。木棺の規模は、長軸70cm・短軸25

cm程度と推定される。木棺北側から須

恵器喀身33が口綾部を上向きにした状

態で出土した。
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〔中世墳墓〕

q3号墳墓（北より）

墳丘は方形で長軸11．2m・短軸10．8

mを測る。表土除去後の墳丘盛り土の

高さは、旧地表面から0．9mであった。

周溝は幅1．2－1．7m・深さ0．4～0．6m

を測る。主体部は確認されなかった。

43号墳墓（周溝五輪塔出土状況　北より）

周溝底からは、空風輪・火輪を中心と

した五輪塔の部材42個体が転落した状

態で出土している。特に北辺、西辺から

の出土が多くみられた。

q3号墳墓（墳丘断面　西より）

墳丘盛土は主に黒色土で構成されて

おり、周溝を掘りあげた際のローム土

以外にも多量の土が周辺から集められ

てきたと思われる。この断面の上部中

央には盗掘坑の跡がうかがえる。
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第10図　3号墳墓遺構図
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15黒色土

16褐色土

17黒褐色土（地山崩壊土を含む）

18真褐色t（地山崩壊土・地山プロッタを含む）

19暗褐色土（地山崩壌土を含む）

20時茶褐色土（小礫を含む）
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這慈表意　44号墳墓（西より）

墳丘は方形で長軸4．2m・短軸4．1m

を測る。墳丘は削平されており遺存し

なかった。周溝は浅く北東部と南西部

で一部を確認した他は検出することが

できなかったが、検出した部分で幅

40～54cm・深さ1～5cmを測る。埋葬施

設は土墳墓で、平面形は長方形、規模は

長軸134cm・短軸60cm、痍さ18cmを測る。

副葬品は出土していないが、土壌中央

部上層から直径33cmの墓石が落ち込ん

だ状態で出土した。
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q9号墳墓（西より）

墳丘は方形で長軸3．3m・短軸2．7m

を測る。墳丘は削平されており遺存し

なかった。周溝は西側を除く　3方で

「コ」の字形に検出され、幅21～25cm・

深さ6－8cmを測る。墳丘のほぼ中央

部から、直径29cm・深さ13cmの円形の

ピットに収められた蔵骨器（土師器要）

が出土した。しかし耕作によって遺構

の上面が破壊されていたため、蔵骨器

は破片が出土したにとどまる。

q13号墳墓（西より）

墳丘は方形で長軸4．2m・短軸3．7m

を測る。墳丘は削平されており遺存し

なかった。周溝は西側の一部に陸橋を

残しほぼ全周し、幅29－31cm・深さ6

－18cmを測る。埋葬施設は土墳墓で平

面形は長方形、規模は長軸107cm・短軸

81cm、深さ45cmを測る。下層から土師

質土器皿が出土している。



〔火葬墓〕

♭S XO8（西より）

集石の規模は長軸60cm・短軸49cmを

測る。掘り方の平面形は長方形で、規模

は長軸86cm・短軸62cm、深さ16cmを測

る。哩土中から炭化物とともに骨片が

出土した。副葬品は出土しなかった。

♭S Xi23（南西より）

集石は平石を用いて箱式石棺状の構

造をなし、規模は内法で長軸50cm・短軸

45cm、深さ19cmを測る。黒色土中に造’ら

れていたため掘り方は確認できなかっ

た。埋土中から炭化物とともに骨片が

出土したが、副葬品は出土しなかった。

♭S XI27（東より）

集石には五輪塔の部材である空風輪

2・火輪1・水輪1が含まれていた。規

模は長軸87cm・短軸50～61cmを測る。掘

り方の平面形は隅丸長方形で、規模は

長軸105cm・短軸63cm、深さ8cmを測る。

哩土中から炭化物とともに骨片が出土

したが、副葬品は出土しなかった。
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〔土壌墓（弥生時代）〕

q S XIO4（北西より）

掘り方の平面形は楕円形で、規模は

長軸165cm・短軸77cm、深さ65cmを測る。

中央部下層より弥生時代中期の賓34が

出土した。

q S XIO5（北より）

掘り方の平面形は楕円形で、規模は

長軸134cm・短軸75cm、深さ20cmを測る。

中央部下層より弥生時代中期の要35が

出土した。
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〔土墳墓（中近世）〕

♭S X32（東より）

掘り方の平面形は長方形で、規模は

長軸55cm・短軸36cm、深さ70cmを測る。

中央部上層より人頭大の石が出土し

た。また石の下からは明治7年鋳造の

1銭銅貨が出土している。骨は検出で

きなかったが哩土に多量の炭化物が含

まれていた。

♭S X5I（北西より）

掘り方の平面形は隅丸長方形で、規

模は長軸105cm・短軸75cm、深さ32cmを

測る。哩土はローム土と黒色土が混

ざった埋め土である。中央部下層から

古銭3点36－38が出土した。1点は「紹

聖元宝」だが残り2点は腐食がひどく

判読不能である。

36　　　　　　　　37　　　　　　　　38

♭S X56（北より）

掘り方の平面形は隅丸長方形で、規

模は長軸118cm・短軸93cm、深さ50cmを

測る。埋土はローム土と黒色土が混

ざった埋め土である。中央部下層から

古銭2点、土師質土器皿1点39が出土

した。古銭は腐食がひどく判読不能で

ある。
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竪穴式住居址

C地区からは2棟の竪穴式住居址を検出した。いずれの住居も埋土中から多量の炭化物が出土したこ

とから焼失住居址と考えられる。遺物の出土は多くないが、わずかに出土した土器から弥生時代後期の住

居と考えられる。

ー34－

q S H）4（北東より）

平面形は五角形で、5本の柱穴と1

個の中央ピットが検出された。規模は

東西径6．2m・南北径6．7mを測る。遺物

は弥生土器壷および高塀片が出土して

いる。

q S105（北西より）

平面形は五角形で、5本の柱犬と1

個の中央ピットが検出された。規模は

東西径5．2m・南北径5．2mを測る。遺物

は弥生土器器台の他、中央ピットの線

から人頭大の平石が出土している。

I‾

I

．

ー



堀

♭S D29（検出状況　北西より）

C地区からは、検出面の幅が8mの

大型の堀が検出された。C地区の調査

区際から約150m南東のトレンチにお

いてこの堀の延長部分を確認している

ことから、丘陵を横断する大規模なも

のであったと想定される。調査区外の

竹林の一部には、土塁と思われる高ま

りが現存している。検出面からは五輪

塔の石材が多数出土している。

♭S D29（南東部完掘状況　北西より）

SD29の北西部と南東部の調査区際

を約2m幅で掘り下げた結果、この堀

は、上部と底部の比率がほぼ8：1の

薬研堀であることがわかった。検出面

からの深さは約4mだが、表土や土塁

を含めると5mを優に越える深さとな

る（右の写真のスタッフは5m）。この

堀に関連する遺構及び遺物はほとんど

確認されていないが、堀の形状および

出土遺物から室町時代のものと推定さ

れる。

落し穴

♭S K19（東より）

平面形は隅丸方形で、規模は長軸96

cm・短軸94cm、深さ80cmを測る。底部に

は8本の杭を立てた痕跡が検出され

た。C地区からはこれとほぼ同形の落

し穴がこのほかにもう1基検出されて

いる。

（竹中）
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SD29

第11図　不入同遺跡C地区全体図

2号墳



2．沢べリ遺跡2次調査（D地区）

沢べリ遺跡は、不入同遺跡と同一丘陵の東端に位置しており、約400m北東（標高20～24m）に位置し

ている。

調査の結果検出した遺構は、竪穴式住居址10棟、掘立柱建物46棟、溝15条、古墳18基、その他の埋葬施

設7基、貯蔵穴6基、落し穴4基を含む土壌15基であった。

古墳

沢べリ遺跡では5世紀中頃～6世紀前半の古墳18基（帆立貝式古墳5基・前方後円墳1基・方墳1基・

円墳11基）が検出された。これらは南側に13基（1－13号墳）、北側に5基（14－18号墳）の2つの古墳

群に分かれ、帆立貝式古墳及び前方後円墳はすべて南側の古墳群に属する。また、南側の古墳群に属する

10基の古墳は、5基ずつ丘陵を横断する形で2列に並行して造られている。なお、今回検出した古墳の墳

丘は、全て削平されており遺存していなかった。古墳からは須恵器・土師器の土器の他、埴輪（円筒埴輪・

壷形埴輪・形象埴輪）、銅鏡（獣帯鏡）などが出土している。

▽調査区南東部の古墳群（北東より）
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ql号墳（東より）

墳丘の直径が9mの円墳である。周

溝は幅1．0－1．8m・深さ0．1～0．4mを

測り墳丘を全周する。周港内埋葬施設

1基が検出された。墳丘が削平されて

おり、主体部は遺存しない。

q2号墳（北西より）

南側の大部分は調査区外のため未調

査だが、検出された部分から墳丘の直

径が10m程度の円墳と推定される。周

溝は幅1．6－2．0m・深さ約0．2mを測

る。周溝内埋葬施設は検出されなかっ

た。
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♭3号墳（西より）

南東部は調査区外のため未調査だが、

検出された部分から墳丘の直径が14m程

度の円墳と推定される。周溝は幅1．2－2．

0m・深さ約0．2mを測る。周港内埋葬施設

3基が検出された。1号周溝内埋葬施設

は、北小口と側板の一部に板石が遺存し、

他の部分からは木棺痕跡が確認されたた

め、木と石を組み合わせた棺構造である
鐙

と考えられる。規模は内法で長軸188cm・藍

短軸61cm、深さ38cmを測る。棺内には、板

石をⅤ字状に組んだ枕がつくられてい

た。副葬品は出土しなかった。

♭4号墳（北東より）

墳丘の直径が10mの円墳である。周溝

は幅1．5～2．3m・深さ0．2－0．4mを測り

墳丘を全周する。周溝内埋葬施設は3基

検出された。墳丘が削平されており、主体

部は遺存していない。

♭4号墳l号埋葬施設（南東より）

周港内埋葬施設3基のうち2基は周溝

に並行してつくられているが、1号周港

内埋葬施設は周溝に直交してつくられて

いる。掘り方は二段になっており、規模は

上段では長軸148cm・短事由141cm・深さ17

cm、下段では長軸66cm・短軸56cm・深さ19

cmを測る。
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45号墳（北西より）

墳丘の全長が20mの帆立貝式古墳で

ある。周溝は幅2．6－2．9m・深さ0．

6～0．7mを測り墳丘を全周する。前方

部は、長さ2．0m・最大幅3．6m・最小幅

3．1mを測る。埋葬施設は前方部上に1

基、周溝内に5基検出された。墳丘は削

平されており、主体部は遺存しない。周

溝内からは、装飾須恵器・壷型埴輪・円

筒埴輪が出土している。また、周溝内擾

乱土中より直径13cmの獣帯鏡が出土し

ている。

q5号墳6号埋葬施設（北西より）

前方部上の6号埋葬施設は、箱式石

棺墓だが、石棺は破壊が激しくほとん

ど遺存していなかった。規模は長軸116

cm・幅54cm、深さ32cmを測る。



♭6号墳（北西より）

墳丘の直径が6mの円墳である。周

溝は幅1．7～2．5m・深さ0．4－0．6mを

測り、墳丘を全周する。

♭6号墳主体部（検出状況　北西より）

主体部は石蓋土墳墓で、墳丘中央よ

りやや南西側に位置している。規模は

長軸164cm・短軸37cm、深さ34cmを測る。
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q7号墳（北西より）

墳丘の全長が17mの帆立貝式古墳で

ある。周溝は幅1．4－1．8m・深さ0．

4～0．8mを測り墳丘を全周する。前方

部は、長さ1．8m・最大幅2．4m・最小幅

2．3mを測る。埋葬施設は前方部上に1

基、周溝外に3基検出された。墳丘が削

平されており、主体部は遺存しない。出

土遺物として、壷型埴輪・円筒埴輪・人

物埴輪がある。

q7号墳人物埴輪出土状況（南東より）

人物埴輪は2個体確認されており、

周溝内より横転した状態で出土してい

る。1体は、背面に鹿の子模様が施され

ている。美豆良が表現されていること

から男性と考えられる。鹿の子模様の

施される人物埴輪は、全国では鳥取県

東伯郡北条町土下211号墳出土の埴輪

についで2例日である。
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q8号墳（北西より）

墳丘の全長が18mの前方後円墳であ

る。周溝は幅1．6－1．7m・深さ0．3－0．

5mを測り墳丘を全周する。埋葬施設は

周港内に2基検出された。墳丘が削平

されており、主体部は遺存しない。ま

た、前方部には設計溝が検出された。規

模は幅約3．6m・深さ約0．1mを測る。周

溝内より、壷型埴輪・円筒埴輪が出土し

ている。

q9号墳（東より）

墳丘の直径が21mの円墳である。周

溝は幅2．5－4．0m・深さ0．5－0．7mを

測り墳丘を全周する。墳丘裾部分から

は設計溝が検出された。埋葬施設は設

計溝内に4基、周港内に3基検出され

た。墳丘が削平されており、主体部は遺

存しない。周溝内から、壷型埴輪・円筒

埴輪が出土している。

q川号墳（北より）

墳丘の全長が21mの帆立貝式古墳で

ある。周溝は幅3．9－4．0m・深さ0．

1～0．3mを測る。前方部は、長さ3．2

m・最大幅8．0m・最小幅4．1mを測り、

陸橋状を呈する。埋葬施設は周港内に

2基、周溝外に1基検出された。墳丘が

削平されており、主体部は遺存しない。
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qIl号墳（北より）

墳丘の全長が20mの帆立貝式古墳で

ある。周溝は幅1．6－4．0m・深さ0．

6～1．3mを測り、墳丘を全周する。前方

部は、長さ3．1m・最大幅3．1m・最小幅

2．1mを測る。埋葬施設は前方部上に1

基、周溝内に2基、周港外に2基検出さ

れた。墳丘が削平されており、主体部は

遺存しない。
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♭I2号墳（北より）

墳丘の全長が13mの帆立貝式古墳で

ある。周溝は幅2．4－2．5m・深さ0．

1～0．4mを測り墳丘を全周する。前方

部は、長さ1．1m・最大幅4．8m・最小幅

2．8mを測る。埋葬施設は周溝内に2

基、周港外に1基検出された。墳丘が削

平されており、主体部は遺存しない。

♭13号墳主体部（南東より）

13号境は北西・北東部は調査区外の

ため未調査だが検出された部分から墳

丘の直径が6mの円墳と推定される。

周溝の幅0．7m・深さ0．1mを測る。主体

部は箱式石棺墓だが、破壊が激しくほ

とんど遺存していなかった。周港外か

らは埋葬施設1基が検出された。

♭I4号墳（西より）

一辺が12mの方墳である。周溝は幅

0．7～1．6m・深さ0．2－0．6mを測る。主

体部は割付形木棺墓で、規模は長軸466

cm・短軸48cm、深さ24cmを測る。墳丘上

と周溝内から土器棺墓が1基ずつ検出

され、周港外埋葬施設1基も検出され

た。

．1一．n∴
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qI5号墳（西より）

墳丘の直径が9mの円墳である。周

溝は幅1．3～1．4m・深さ0．1mを測り、

墳丘東側の斜面の高い側を半円形にめ

ぐる。墳丘が削平されており、主体部は

遺存しない。

q柑号墳（西より）

墳丘の直径が12mの円墳である。周

溝は3．2～4．4m・深さ0．5mを測り、墳

丘東側の斜面の高い側を半円形にめぐ

るが、これはカスガイ状の周溝を円形

に変形したもので、このため方墳を円

墳に変形しているものと考えられる。

主体部は箱式石棺墓で墳丘のほぼ中央

に位置する。他に周溝内埋葬施設3基

が検出されている。

司は号填主体部（検出状況　西より）

主体部の規模は内法で長軸183cm・短

軸51cm・深さ28cmを測る。副葬品として

は鉄刀・鉄剣が出土した。また、遺骨も

頭部の一部が遺存していた。板石をⅤ

字状に組み合わせた枕と副葬品が上下

二層にわかれて出土したことから、こ

の主体部は追葬が行われたと考えられ

る。



♭17号墳（西より）

墳丘の直径が10mの円墳である。周

溝は1．0～1．7m・深さ0．1～0．3mを測

り、墳丘東側の斜面の高い側を半円形

にめぐる。主体部は箱式石棺墓で墳丘

のほぼ中央に位置する。他に周溝内埋

葬施設7基、周溝外埋葬施設1基が検

出された。6号埋葬施設では、副葬品

として玉・管玉が出土している。

♭I7号墳主体部（蓋石除去後　北西より）

主体部の規模は内法で長軸178cm・短

軸48cm、深さ38cmを測る。棺内には板石

をⅤ字状に組んだ枕が造られており頭

蓋骨の一部が遺存していたが、副葬品

は出土しなかった。

18号墳

撹乱が著しいため、周溝の1／5を検出

したのみに止まる。検出された部分か

ら9m程度の円墳と推定される。墳丘

が削平されており、主体部は遺存しな

い。

（岡本）



集落址

沢べリ遺跡からは竪穴式住居址10棟が確認されている。出土した遺物から住居はすべて弥生時代後期

に建てられたものと考えられる。住居周辺からは掘立柱建物が46棟検出されているが、このうち不入同遺

跡の大型建物群と同時期の8～9世紀と考えられる6棟を除く40棟については、柱穴からの出土遺物が

弥生土器に限定されること、住居址付近からまとまって検出されていることなどから、住居に付随する倉

庫の可能性が高いと思われる。また住居址周辺からは、貯蔵穴7基が確認されている。

沢べリ遺跡の周辺には、中峯遺跡・中尾遺跡・イザ原古墳群など弥生時代の集落遺跡が多く、周辺の未

調査地区にも集落の広がりが予想されている。

▽S101（西より）

平面形は隅丸方形で、床面の規模は東西径5．6m・南北径5．2mを測る。主柱穴は4本だが、各主柱大間

には4本の補助柱穴が確認された。住居址の北東部には屋内貯蔵穴が作られており、その規模は開口部

で直径約1．2m、底面で直径約1．6m・深さは1．0mであった。この住居址は火災を受けており、多量の炭

化した建築材とともに弥生土器壷・小壷・賓・器台等多数の土器とガラス製小玉2点が出土している。

また住居北西肩から約1．5mの位置と南西肩から約1．3mの位置には貯蔵穴が1基ずつ作られていた。住

居址南東部に埋葬施設が設けられているが、これは住居祉廃絶後の古墳時代中期に造られたもので、住

居の機能と直接関係はない。

－52－



♭S102（北東より）

平面形は円形に近い九角形で、9本の

柱穴と中央ピットが検出された。床面の

規模は東西径7．7m・南北径7．3mを測る

大型の竪穴式住居址である。検出面から

の壁高も50cmと他の住居址に比べてかな

り深い。遺物は弥生土器壷・寮・蓋・高塚

等比較的多量の土器片が出土している。

♭S103（北東より）

平面形は隅丸方形で、4本の柱穴と中

央ピットが確認された。床面の規模は東

西径4．0m・南北径4．1mを測る。柱穴には

柱を固定するために桃褐色粘土が用いら

れており、柱の跡には表土である黒褐色

土が円柱状に流入していた。そのため柱

の形が黒とピンク色のコントラストで明

示されており、この住居址に使われてい

た柱は直径18cm程度の丸太材であること

がわかった。遺物は少なく、弥生土器数片

が出土しているのみである。

△S103ピット3（東より） △SIO3ピット3（西より）
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q S104（西より）

平面形は五角形で、5本の柱穴と1

個の中央ピットが検出された。12号境

に住居祉東側の一部を切られているた

め全体の規模は不明だが、床面の規模

は東西径5．3m・南北径5．0m強と推定

される。SIOlと同じくこの住居址も

焼失住居で、建築材の炭化物が多量に

出土したが遺物は多くなく、弥生土器

婆等の少数の土器片の他、人頭大の砥

石が出土しているのみである。

q S H）6（北より）

平面形は隅丸方形で、4本の柱犬と

1個の中央ピットが検出された。9号

境に切られているため正確な規模は不

明だが、径4m程度の中規模の住居と

推定される。遺物は弥生土器1片が出

土したのみである。

q S107（南西より）

4期にわたる建物の建替の跡が確認

された。平面形は1－3期が隅丸方形、

4期は変形の五角形となる。規模は最

小の1期で東西径3．9m・南北径3．7m、

最大となる4期で東西径4．4m・南北径

4．2mを測る。床面からは4本の柱穴と

1個の中央ピットが検出された。やや

南西方向に位置をずらしながら1～4

期を通じて、同じ柱穴を共有する。遺物

は弥生土器壷・台付壷・聾・高塀・器台・

ミニチュア土器の台部の他、大型石庖

丁64が出土している。



♭S109（北より）

4期にわたる建物の建替の跡が確認

された。平面形は1－3期が隅丸方形、

4期は六角形となる。規模は最小の1

期で東西径3．7m・南北径3．6m、最大と

なる4期で東西径6．2m・南北径5．8m

を測る。1～3期に対応する柱穴は4

本で掘り方を共有し、4期に対応する

柱穴は6本である。中央ピットは2個

確認された。遺物は弥生土器壷・喪・器

台の他、住居址南東部に集中して拳大

の自然石8点が出土した。

Sl10

4期にわたる建物の建替の跡が確認された。平面形は1－3期がSI08と同じく隅丸方形だが、4期は

五角形となる。規模もSI08とほぼ同じで、最小の1期が東西径4．1m・南北径4．1m、最大となる4期で

東西径5．6m・南北径5．7mを測る。1－3期に対応する柱穴は4本で掘り方を共有し、4期に対応する柱

穴は5本である。中央ピットは2個確認された。遺物は弥生土器嚢等の土器片が出土している。

▽S108・09・10（西より）
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SIO9・IO建替模式図

1黒褐色土（地山ロームブロックを含む）

2黒褐色土（茶褐色土ロームブロックを含む）

3黒褐色土（ローム粒ロームブロックを少

量含む）

4暗褐色土（ロームブロック桃褐色粘土を

含む）

5暗褐色土（茶褐色土ロームブロックを多

量に含む）

第12図　SIO9遺構図
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△SB15（北より）

▽SKO7（西より）

△SB34（北東より）

▽SKO4（北より）
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落し穴

沢べリ遺跡で確認された4期の落し穴に共通して特徴的な事は、哩土にソフトロームが多量に流入し

ていたことである。ソフトロームとは表土であるクロボク（黒褐色土）の下に堆積する土で、旧石器時代

の終わり頃に形成されたものと推定されている。遣物としてはSK12から微量の炭化物が出土したにと

どまるため正確な製作年代を知ることは難しいが、哩土の性格から全国的にみてもかなり古い時代に作

られたものと思われる。平面形は円形3基、楕円形1基、深さは111～149cmを測る。4期とも底部の杭痕

跡は確認されなかった。

q S KO7（東より）

平面形は楕円形で、規模は長径108

cm・短径74cm、深さ149cmを測る。遣物

は全く出土しなかった。

（竹中）

▽SKO7（断面　南より）
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掘立柱建物・堀

♭S BO5～10（北より）

沢べリ遺跡で検出した掘立柱建物の

うち、S BO5－10は北側調査区の西側

に位置する。いずれも南北棟で、S B

O5・08－10の柱穴は径90cm前後、深さ60

cm前後の方形から円形の掘り方を有し

ており、不入同遺跡B・C地区の掘立柱

建物群II期のものによく似る。このこ

とからS BO5～10は不入同遺跡の掘立

柱建物群に関連のあるものと考えられ

る。

♭S BO5・06（北より）

S B05は梁行2間（3．6m）・桁行3

間（6．0m）の南北棟建物。柱穴は径約

90cm・深さ約60cmの方形の掘り方を有

する。S B06はS B05の南1．4mに位置

し、東側柱筋を揃える。建物規模は梁行

2間（3．5m）・桁行2間（5．2m）で、

南北棟建物である。柱穴は小型で、径30

cm・深さ20cmの円形を呈しており、小型

である。

♭S DO5（西より）

沢べリ遺跡では溝を15条検出してい

るが、そのうちSDOl・02・05・06・08

は遺構検出面からの深さが1．0－1．5m

の逆台形の掘り方を有する大規模なも

のである。いずれも遺物はほとんど出

土しておらず、形状が似ることからこ

れらは同様の性格を有するものと考え

られる。溝の時代を決定できる遺物は

ほとんど出土していないが、SD06か

ら出土した瓦器鍋から鎌倉時代末期の

ものと考えられる。

（竹富）
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沢べリ遺跡発掘調査風景
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遺物一覧表

No． 遺跡 遺構 遺物 頁 No． 遺跡 遺構 遺物 頁

1 不入岡　 B S D Ol 土師器　 皿 15 34 不入岡　 C S X lO4 弥生土器　 寮 32

2 S D Ol 土師器　 台付£不 15 35 S X lO5 弥生土器　 聾 32

3 S D Ol 須恵器　 蓋 15 36 S X 51 古銭 33

1
4 ．
1

S D Ol 須恵器　 蓋 15 37 S X 51 古銭 33

5 S D Ol 須恵器　 蓋 15 38 S X 51 古銭 33

6 S D Ol 須恵器　 j不 15 39 S X 56 土師質土器　 皿 33

7 S D Ol 須恵器　 塚 15 40 沢べリ 1 号墳埋葬 須恵器　 塚蓋 40

8 ．S D O2 土師器　 蓋 14 ・15 41 1 号墳埋葬 須恵器　 杯身 40

9 S D O3 土師器　 堵 15 42 5 号墳周溝 獣帯鏡 42

10 ‘S D O3 土師器　 杯 15 43 5 号墳周溝 須恵器　 高塚 43

11 S D O3 土師器　 杯 15 44 5 号墳 1号埋葬 須恵器　 壷 43

12 S D O3 土師器　 杯 15 45 7 号墳周溝 土師器　 直口壷 44

13 S D O3 土師器　 杯 （墨書） 15 46 7 号墳周溝 土師器　 台付垢 44

14 S D O3 土師器　 杯 （墨書） 15 47 7 号墳周溝 人物埴輪 45

15 S D O3 土師器　 土不（墨書） 15 48 7 号墳周溝 人物埴輪 45

16 S D O3 土師器　 皿 15 49 7 号墳周溝 円筒埴輪 45

17 S D O4 土師器　 皿 15 50 9 号墳 5号埋葬 須恵器　 董不蓋 47

18

l

S D O4 土師器　 皿 15 51 9 号墳 5号埋葬 須恵器　 土不身 47

19 ・ S B 36付近表土 須恵器　 円面硯 15 52 10号墳 1 号埋葬 須恵器　 堵蓋 47

20 中央 須恵器　 堺 15 53 10号墳 1 号埋葬 須恵器　 杯身 47

21 S I O3 土師器　 髄 17 54 10号墳 2 号埋葬 須恵器　 杯蓋 47

22 S I O3 土師器　 聾 17 55 10号墳 2 号埋葬 須恵器　 杯身 47

23 S I O3 土師器　 聾 17 56 10号墳 3 号埋葬 須恵器　 喀蓋 47

24 S IO3 土師器　 高塚 17 57 10号墳 3 号埋葬 須恵器　 杯身 47

25 不入岡　 C 南側 土師器　 皿 （墨書） 15 ・22 58 11号墳周溝 須恵器　 壷 48

26 2 号墳周溝 土師器　 台付塙 25 59 11号墳周溝 須恵器　 高メ不 48

27 2 号墳 2 号埋葬 須恵器　 高杯 25 60 12号墳 1 号埋葬 須恵器　 杯蓋 48

28 3 号墳周溝 土師器　 小型丸底壷 25 61 12号墳 1 号埋葬 須恵器　 堵身 48

29 3 号墳周溝 土師器　 高塚 25 62 15号墳周溝 土師器　 壷 51

30 3 号墳 2 号埋葬 須恵器　 玉不蓋 25 63 S IOl 弥生土器　 壷 57

31 S X 88 須恵器　 杯蓋 27 64 S IO7 石庖丁 57

32 S X 88 須恵器　 杯蓋 27 65 S K O9 石庖丁 57

33 S X 90 須恵器　 喀身 27
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北緯 東経 調査期間
調査面積
（が） 調査原因

市町村 ：遺跡記号

ふ　に　おか不入同遺跡 倉吉市不入岡字大 林、堀 3120 3 ：6W F F 35026′14′′ 13 304 8′14〝
199307 12～19 9403 10

199404 18～1 99407 08
22，000 国府地区農業集

落整備事業に伴

う事前調査さわ沢べ リ遺跡 ふ　に　おか　　きわ倉吉市不入岡字沢べ リ 312 03 ：4D F S ・2 35。26′25〝 13 304 8′23′′ 199407 12～199503 10 15，500

所収遺跡名 種別 主な時代 ：主な遺構 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

不入同遺跡 官術

古墳

墓

集落

奈良～平安 ：掘立柱建物　　 55棟 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・土師質土器・ 区画施設を伴 う大型掘立柱建物群を確認。

溝　　　　　　 4条

柵 （塀）　　　 8列

古墳　　 ：古墳　　　　　 3基

埴輪 ・五輪塔 ・古銭 伯者国管轄の物資収納施設か。

弥生時代 から近代 に至 る長期間にわた る墳墓

石棺墓　　　　 3 基

木棺墓　　　 14基

弥生～近代 ：土墳墓　　　 10 8基

火葬墓　　　 10基

中世　　 ：墳墓　　　　 13基

弥生一奈良 ：竪穴式住居祉　 5 棟

堀立柱建物　　 9 棟

中世　　 ：溝 （堀）　　 1条

群。

古墳時代の住居址では竃を検出 している。

沢べリ遺跡 古墳 古墳　　 ：古墳　　　　 18基 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・瓦質土器 ・ 前方後円墳 1 基、帆立貝式古墳 5基、円墳11基、

集落 弥生　　 ：竪穴式住居址 10棟 埴輪 ・鋼鏡 ・石庖丁 方墳 1基 を検出。

掘立柱建物　　 40棟

中世　　 ：溝 （堀）　　　 5条

埴輪は2 体の人物埴輪も出土 している。
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